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【年通号数】公開・登録公報2004-032
【出願番号】特願2002-589139(P2002-589139)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  31/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  17/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  25/13     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 201/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 205/11     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/535    (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｃ０７Ｃ  25/13    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年9月11日(2008.9.11)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　求核置換用触媒として、一般式（Ｉ）の化合物の使用：

【化１】

 式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、同一であるか、あるいは異なることがで
き、炭化水素を含む基から選択され、
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　Ｐｎは、リン（Ｐ）であり、
　Ｚは、窒素（Ｎ）である。
【請求項２】
　前記触媒が、芳香族置換用触媒であることを特徴とする、請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　式（Ｉ）の化合物が中性であることを特徴とする、請求項１または２に記載の使用。
【請求項４】
　使用が最も容易である式（Ｉ）の化合物がカチオン化合物であることを特徴とする、請
求項１～３のいずれかに記載の使用：
【請求項５】
　前記式（Ｉ）の化合物が、式（ＩＩ）の塩の形態で導入されることを特徴とする、請求
項４に記載の使用：
【化２】

　式中Ｘ－はアニオンおよびアニオン混合物から選択される対イオンである。
【請求項６】
　前記アニオンおよびアニオン混合物が、１価のアニオンから選択されることを特徴とす
る、請求項５に記載の使用。
【請求項７】
　前記炭化水素に基づく基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６が、一般に、
　アルキル；
　置換されていてもよいアリール；
　アミノおよびイミノ基；
　ヒドロカルビルオキシ基；および
　ポリマー分枝；から選択されることを特徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の使
用。
【請求項８】
　前記アミノおよびイミノ基で、Ｐｎに結合する窒素が水素を有しないことを特徴とする
、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６の各々が２０以下の炭素原子を含有するこ
とを特徴とする、請求項１～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　式（Ｉ）の化合物が合計１００以下の炭素原子を含有することを特徴とする、請求項１
～９のいずれかに記載の使用。
【請求項１１】
　式（Ｉ）の化合物が合計６０以下の炭素原子を含有することを特徴とする、請求項１０
に記載の使用。
【請求項１２】
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３が同一であることを特徴とする、請求項１～１１のいずれかに記
載の使用。
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【請求項１３】
　Ｒ４、Ｒ５およびＲ６が同一であることを特徴とする、請求項１～１２のいずれかに記
載の使用。
【請求項１４】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６が同一であることを特徴とする、請求項１～
１２のいずれかに記載の使用。
【請求項１５】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６の少なくとも３が、芳香族炭素原子および／
またはパーアルキル化アミンまたはイミン官能基の窒素原子を介してＰｎに結合している
ことを特徴とする、請求項１～１４のいずれかに記載の使用。
【請求項１６】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６の少なくとも４が、芳香族炭素原子および／
またはパーアルキル化アミンまたはイミン官能基の窒素原子を介してＰｎに結合している
ことを特徴とする、請求項１５に記載の使用。
【請求項１７】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６の少なくとも５が、芳香族炭素原子および／
またはパーアルキル化アミンまたはイミン官能基の窒素原子を介してＰｎに結合している
ことを特徴とする、請求項１６に記載の使用。
【請求項１８】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６のすべてが、芳香族炭素原子および／または
パーアルキル化アミンまたはイミン官能基の窒素原子を介してＰｎに結合していることを
特徴とする、請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　対イオンＸ－が求核性であるアニオンおよびアニオン混合物から選択されることを特徴
とする、請求項４～１８のいずれかに記載の使用。
【請求項２０】
　下記の成分：
　極性非プロトン性溶媒；
　求核剤；および
　請求項１～１９のいずれかに記載の式（Ｉ）の化合物；を含み、反応において使用する
触媒と求核剤との間のモル比が０．１％以上であることを特徴とする、求核置換に有用な
組成物。
【請求項２１】
　前記求核剤がアニオンであることを特徴とする、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記反応において使用する触媒と求核剤との間のモル比が０．５％以上であることを特
徴とする、請求項２０または２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記反応において使用する触媒と求核剤との間のモル比が１％以上であることを特徴と
する、請求項２０～２２のいずれかに記載の組成物。
【請求項２４】
　前記反応において使用する触媒と求核剤との間のモル比が０．５％であることを特徴と
する、請求項２２に記載の求核置換に有用な組成物。
【請求項２５】
　前記求核剤がハロゲン化物から選択されることを特徴とする、請求項２０～２４のいず
れかに記載の組成物。
【請求項２６】
　前記求核剤がフッ化物から選択されることを特徴とする、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　一般式（ＩＩＩ）の基質を請求項２０～２６のいずれかに記載の組成物と接触させて配
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置することを特徴とする、求核置換法：
【化３】

　式中Ａｒはその環中に少なくとも１つの異種原子を含むか、あるいはΞ以外のその置換
基のδｐの合計が少なくとも０．２で、ＡｒはΞを有する核が電子に乏しい芳香族基であ
り、
　式中Ξは脱離基である。
【請求項２８】
　前記Ξ以外のその置換基のδｐの合計が、少なくとも０．４であることを特徴とする、
請求項２７に記載の求核置換法。
【請求項２９】
　前記Ξ以外のその置換基のδｐの合計が、０．５に等しいことを特徴とする、請求項２
８に記載の求核置換法。
【請求項３０】
　前記脱離基がアニオンΞ－の形態であることを特徴とする、請求項２７～２９のいずれ
かに記載の求核置換法。
【請求項３１】
　前記脱離基がニトロ基である請求項２７～３０のいずれかに記載の求核置換法。
【請求項３２】
　前記脱離基が擬ハロゲン基である請求項２７～３０のいずれかに記載の求核置換法。
【請求項３３】
　前記脱離基が、塩素、臭素およびヨウ素のハロゲン原子から選ばれる基である請求項３
２に記載の求核置換法。
【請求項３４】
　ＡｒがΞ以外の少なくとも１つの脱離基を有することを特徴とする、請求項２７～３３
のいずれかに記載の方法。
【請求項３５】
　求核置換用触媒として、一般式Ｉの化合物の使用：
【化４】

 式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、同一であるか、あるいは異なることがで
き、炭化水素に基づく基から選択され、
　Ｐｎは、リン（Ｐ）であり、
　Ｚは、窒素（Ｎ）であり、
　基Ｒ１～Ｒ３の２以下または基Ｒ４～Ｒ６の２以下はアルキルであること、および前記
化合物は１２より多い炭素原子を含有することを特徴とする。
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【請求項３６】
　前記触媒が、芳香族置換用触媒であることを特徴とする、請求項３５に記載の使用。
【請求項３７】
　一般式Ｉ：
【化５】

 式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、同一であるか、あるいは異なることがで
き、炭化水素を含む基から選択され、
　Ｐｎは、リン（Ｐ）であり、
　Ｚは、窒素（Ｎ）である、の化合物を合成する方法であって、
　３価のＰｎ化合物；
　式（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）Ｐｎ＝ＺＭのイミノイド、式中Ｍは水素または解離した塩
を与えるカチオンを表す；
　を連続的にまたは同時に反応させる工程を含むことを特徴とする式Ｉの化合物を合成す
る方法。
【請求項３８】
　前記Ｍが、水素または第四級アンモニウム、第四級ホスホニウムから選択される、解離
した塩を与えるカチオンを表すことを特徴とする請求項３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記Ｍが、水素またはアルカリ金属から選択される、解離した塩を与えるカチオンを表
すことを特徴とする請求項３６または３７に記載の方法。
【請求項４０】
　前記Ｍが、水素またはリチウムから選択される、解離した塩を与えるカチオンを表すこ
とを特徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記方法が、水を解放しないで陽性のハロゲンを与えることができる試薬をも、連続的
にまたは同時に反応させる工程を含むことを特徴とする請求項３７～４０のいずれかに記
載の方法。
【請求項４２】
　水を解放しないで陽性のハロゲン与えることができる前記試薬がハロゲン分子であるこ
とを特徴とする、請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記試薬が臭素であることを特徴とする、請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　下記の反応シーケンスの１つを与えるように、式Ｐｎ（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）の３価
の化合物と接触させて配置する前または間に、前記イミノイドをハロゲン（Ｘ２）の作用
に対して暴露させることを特徴とする、請求項３７～４１のいずれかに記載の方法：
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【化６】

【請求項４５】
　下記の反応シーケンスの１つを与えるように、式Ｐｎ（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）の３価
の化合物と接触させて配置する前または間に、前記イミノイドをハロゲン（Ｘ２）の作用
に対して暴露させることを特徴とする、請求項４２または４３に記載の方法：
【化７】

【請求項４６】
　前記３価のＰｎ化合物が式Ｐ（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）のホスフィンであり、そしてイ
ミノイドまたはその塩と接触させて配置する前または間に、ハロゲンの作用に暴露して、
式：

【化８】

 のハロホスホニウムハロゲン化物を、少なくとも一時的に、生成させ、式中Ｒ４、Ｒ５

およびＲ６は上に定義したとおりであることを特徴とする、請求項３７～４１のいずれか
に記載の方法。
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【請求項４７】
　前記３価のＰｎ化合物が式Ｐ（Ｒ４）（Ｒ５）（Ｒ６）のホスフィンであり、そしてイ
ミノイドまたはその塩と接触させて配置する前または間に、ハロゲンの作用に暴露して、
式：
【化９】

 のハロホスホニウムハロゲン化物を、少なくとも一時的に、生成させ、式中Ｒ１、Ｒ２

、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は上に定義したとおりであることを特徴とする、請求項４
２または４３に記載の方法。
【請求項４８】
　前記３価のＰｎ化合物がイミノイド塩と接触させられることを特徴とする、請求項４７
に記載の方法。
【請求項４９】
　前記ハロゲンが臭素（Ｂｒ２）であることを特徴とする、請求項４５～４８のいずれか
に記載の方法。
【請求項５０】
　前記３価のＰｎ化合物がハロゲン化されていること、および下記の反応の１つを実施す
るために、水を解放しないで陽性のハロゲンを与えることができる試薬が添加されていな
いことを特徴とする、請求項３７～４１のいずれかに記載の方法。

【化１０】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　この型の擬ハロゲンの例示として、特に硫黄を支持するカーボン上で過ハロゲン化され
たスルフィン酸およびスルホン酸、およびまたカルボン酸官能基に対してαでペルフルオ
ロ化されたカルボン酸を列挙することができる。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
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　式（Ｉ）の化合物は中性であることができ、この場合において、それらは両性イオンで
あり、換言すると、それらは同一分子内に式（Ｉ）に示すカチオン官能基および電気的中
性を保証するアニオン官能基を有する；しかしながら、使用が最も容易である式（Ｉ）の
化合物は、好ましくは式（ＩＩ）の塩の形態で導入される：
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
式中、
　Ｘ－はアニオンおよびアニオン混合物から選択される対イオンであり、前記アニオンお
よびアニオン混合物は好ましくは１価のアニオンから選択され、そして
　前記炭化水素に基づく基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６が、一般に、下記の
基から選択される：
　アルキル；
　置換されていてもよいアリール；
　アミノおよびイミノ基、好ましくはここでＰｎに結合する窒素は水素を有しない；アミ
ノ基の間で、Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ、Ｎ，Ｎ－ジアリールアミノおよびＮ－アリール
－Ｎ－アルキルアミノは好ましい；イミノ基の間で、モノ－およびジアリールケトイミノ
、ホスフィンイミノ、特にトリアルキル－、ジアルキルアリール－およびトリアリールホ
スフィンイミンは特に適当であり、環状形態およびグアニジン［（＝Ｎ－）２Ｃ＝Ｎ－］
を包含するアミジン型の誘導体［式＝Ｎ－Ｃ（－）＝Ｎ－を有する、式中（－）は開いた
結合を表す］は、それらのアミン官能基またはイミン官能基を介してＰｎに結合すること
ができる；
　ホスフィノ基、例えば、ジアルキルホスフィノ、アルキルアリールホスフィノ、特にジ
アリールホスフィノ；しかしながら、Ｐｎがリンであるとき、２以下、好ましくは１以下
のこのような基／Ｐｎ原子が存在することが好ましい；
　ヒドロカルビルオキシ基；および
　ポリマー分枝。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３７】
　用語「アルキル」は、語源的に、ＯＨ官能基が除去されているアルコール残基を意味す
る。こうして、それは遊離結合が炭素原子ｓｐ３混成により支持されている基を本質的に
含み、この炭素原子は炭素または水素にのみ結合する。本発明の関係において、また列挙
することができるアルキルの例は次の通りである：式ＣｎＨ２ｎ＋１の化合物、原子／官
能基で置換されたアルキル（応用に依存して、副反応を回避し、本発明の作業条件下に不
活性である官能基を選択することが好ましい）、特に１または２以上のエーテル官能基を
有するもの、特にエポキシドから誘導された、特にエチレンおよび／またはパーアルキル
化アミン官能基のモノ－、オリゴ－またはポリエトキシル化鎖、ハロゲンで置換されたも
のおよび１または２以上の芳香族核を有するもの。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００３８】
　前記アルキルは、また、第四級アンモニウムまたはホスホニウム官能基を有することが
できる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　それらが分枝を表す場合を除外して、基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は好
ましくは２０以下の炭素原子を含有し、それがポリマーに結合していないかぎり、この分
子は合計１００以下の炭素原子、好ましくは６０以下の炭素原子を含む。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６の２以下がポリマー分枝を表すことが好ま
しい；この分枝は脂肪族または芳香族の特質の炭素原子との結合を介してまたはイミノま
たはアミノ基との結合を介して対応するＰｎ原子に結合している。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　前述したように、前記炭化水素に基づく基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６が
炭素を介して原子Ｐｎに結合しているとき、この炭素原子はｓｐ３脂肪族混成であるか、
あるいはｓｐ２混成であることができ、すなわち、ビニル基の不安定性のために本質的に
芳香族の特質を有することができる。芳香族の特質の原子との結合は好ましい。他の結合
の結合は好ましく、これはアミン官能基またはイミン官能基の窒素原子を介する結合であ
る。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４７】
　こうして、基Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６の少なくとも３、好ましくは少
なくとも４、好ましくは少なくとも５、より好ましくはすべてが芳香族炭素原子および／
またはパーアルキル化アミンまたはイミン官能基の窒素原子を介してＰｎに結合している
ことが望ましい。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　パーアルキル化イミンがホスフィンイミンであるとき、これは１つの共通の原子Ｐｎを
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有する型Ｐｎ＝Ｎ＝Ｐｎのいくつかの配列を生ずる；この場合において、この分子がオー
ダー４のリンの回りの対称性（４つの同一置換基）であるとき、溶媒中の可溶性を保証す
るために、窒素原子およびリン原子の合計の少なくとも１／３、好ましくは少なくとも１
／２だけ大きい数の炭素原子が存在することが好ましい。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
　特に列挙することができるこの型の擬ハロゲンの例示は、硫黄を有する炭素上で好まし
くは過ハロゲン化される、スルフィン酸およびスルホン酸に対応するアニオン、およびま
たカルボン酸官能基に対してαにおいて過フッ化されるカルボン酸に対応するアニオンを
包含する。
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